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小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

一
般
事
務
お
よ
び
一
般
技
術 

若
干
名 

 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
18
年
11
月
以
降 

 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

 

【
受
験
資
格
】 

 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

《
高
校
卒
業
区
分
》 

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
両
区
分
と
も
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
介
護
者
な
し
で
職
務
の
遂

行
が
可
能
な
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

【
選
考
方
法
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

 

【
試
験
日
時
】 

９
月
30
日
（土
）
、
10
月
１
日
（日
） 

 

【
会
場
】
小
笠
原
村
役
場 

 

【
申
込
期
限
】
９
月
15
日
（木
）
必
着 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（
下
期
分
） 

  

（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ

地
域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ 

ル
ー
プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 
  

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）
を
上
限
と
す
る
。
な
お
、
視
察

に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

１
年
以
内
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ

い
て
は
２
年
間
以
内
） 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（
指
定
様
式
）
、
収
支
計
画
書
、
会
の
規
約
、

会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
10
月
６
日
（
金
） 

【
提
出
先
】 

父
島 

総
務
課 

企
画
政
策
室 

母
島 

母
島
支
所 

庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
及
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 
南
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（
ク
リ
ノ
イ

ガ
等
）
の
除
去
を
行
い
、
作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の

外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
２
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
左

記
の
と
お
り
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

 
 

９
月
10
日
（
日
） 

 
 

午
前
８
時
45
分
（
青
灯
台
発
）
か
ら 

 
 

午
後
１
時
30
分
（
青
灯
台
着
）
予
定 

【
募
集
定
員
】
20
人
程
度 

【
作
業
内
容
】 

 
 

南
島
に
お
け
る
２
時
間
30
分
程
度
の
除
草
作

業
（
途
中
休
憩
あ
り
） 

【
申
込
期
限
】 

 
 

９
月
６
日
（
水
）
ま
で 

【
注
】 

 
 

応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

児
童
手
当
の
制
度
改
正 

  

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
制
度
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。 

支
給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前(

９

歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末)

ま
で
か
ら
、
小
学
校
修
了

前(

12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末)

ま
で
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。 

 

年
齢
拡
大
に
伴
い
、
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
課
福

祉
係(

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

の
窓
口(

公
務
員
の
方

は
勤
務
先)

で
、
認
定
請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
18
年
９
月
29
日(

金)

ま
で
に
受
付
け

た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日(

又
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日)

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
請
求
漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/28現在 

父島 

97/100 

母島  

85/100 

7月気象状況    （父島） 

最高気温   34.1℃ 

最低気温   23.8℃ 

平均気温   28.2℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   13.5mm 

住民基本台帳登録者数（8/1）              

             2,375人 

             父島      母島               

  人口      1,932人   443人 
  世帯      1,038人  235人 

短期滞在者     24人      7人 

ＮＯ．５１6 

平成1８年(2006) 

９/１(金) 
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村村民民だだよよりり 
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村
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

わ
な
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
の
実
施 

  

村
民
だ
よ
り
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

父
島
に
お
い
て
、
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽

減
を
目
的
に
、
８
月
下
旬
か
ら
左
記
の
農
地
及
び
そ

の
周
辺
に
わ
な
を
設
置
し
、
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
月
号
で
は
、
わ
な
の
具
体
的
な
設
置
場
所
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
わ
な
の
設
置
場
所
】 

１
三
日
月
山 

笹
本
農
園
、
２
奥
村 

瀬
堀
農
園
、

３
境
浦 

北
條
農
園
、
４
吹
上
谷 

田
代
農
園
、 

５
吹
上
谷 

森
本
農
園
、
６
吹
上
谷 

友
野
農
園
、

７
小
曲 

沖
山
・
増
田
農
園
、
８
小
曲 

沖
山
農

園
、
９
小
曲 

小
田
川
農
園
、
10
小
曲 

打
込
農

園
、
11
北
袋
沢 

森
本
農
園
、
12
北
袋
沢 

森

本
農
園
、
13
長
谷 

野
瀬
農
園
、
14
長
谷 

森

本
農
園
、
15
長
谷 

長
谷
部
農
園
、
16
夜
明
山 

大
澤
農
園 

以
上
16
農
園 

わ
な
を
設
置
す
る
農
地
に
は
、
注
意
喚
起
の
た

め
の
看
板
等
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ
な
１

個
ず
つ
に
、
設
置
者
の
氏
名
等
を
明
記
し
た
標
識

が
付
け
ら
れ
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

 
 

わ
な
は
昼
夜
を
問
わ
ず
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
夜
間
に
は
、
設

置
場
所
周
辺
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、

飼
育
者
の
責
任
で
管
理
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

下
水
道
管
清
掃 

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
父
島
内
全
路
線
の
下

水
道
管
を
高
圧
洗
浄
し
ま
す
。 

管
内
に
付
着
し
た
油
脂
、
汚
れ
、
異
物
等
を

除
去
し
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
ま

す
。 

 

下
水
道
に
は
油
や
野
菜
く
ず
等
を
流
さ
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

付
け
て
い
る
方
は
定
期
的
な
清
掃
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
６ 

 
９
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
島
外
搬
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
は
９
月
上
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
排
出
の
手
順
】 

１
．
メ
ー
カ
ー
名
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認 

２
．
村
役
場
で
メ
ー
カ
ー
番
号
と
品
目
番
号
を
確 

 
 

認 

※ 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

３
．
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
振
込
用
紙
へ
の
記
入 

※ 

記
入
内
容
を
誤
る
と
、
搬
出
当
日
に
引
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
。 

４
．
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む 

５
．
お
知
ら
せ
し
た
日
時
に
港
に
持
込
む 

【
通
常
受
付
時
間
】 

父
島 

午
前
７
時
15
分
〜
９
時
ま
で 

母
島 

午
前
10
時
〜
11
時
ま
で 

※
海
上
模
様
等
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

※
港
へ
持
ち
込
み
の
際
、
海
上
運
搬
料
金
を
現
金

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
９
月
５
日
（
火
） 

【
診
療
日
程
】
９
月
９
日
（
土
）･

10
日
（
日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。
飼

主
は
飼
育
し
て
い
る
動
物
の
習
性
や
生
理
を
理
解
し
、

終
生
飼
養
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
飼
養
動
物
や
身

近
な
動
物
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

捕
獲
集
中
期
間
中
、
野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民

の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
に
は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。

建
設
水
道
課
、
ま
た
は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

９
月
４
日
（
月
）
〜
９
月
10
日
（
日
） 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１  

愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
６
結
果
報
告 

  

７
月
28
日
〜
30
日
に
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島

地
域
経
済
活
性
化
対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
愛
ら

ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
６
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
島
々
か
ら
12
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
八
丈
島
会
場
で
２
日
間
に
か
け
て
30

試
合
の
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み 

神
津
Ｆ
Ｃ
と
激
戦
の
末
、
１
対
２
と
い
う
ス
コ
ア
で

残
念
な
が
ら
準
優
勝
で
し
た
。 

 

Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
は
10
位
と
い
う
成
績
で
し

た
が
、
初
め
て
の
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
で
き
た

こ
と
や
念
願
の
１
勝
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

 

移
動
日
の
27
日
に
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
Ｆ
Ｃ
東
京
サ

ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
し
、
東
京
の
他
の
地
域

の
少
年
た
ち
や
、
大
会
中
に
は
他
の
島
々
の
チ
ー
ム

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
夏
休
み
の
初
め
に

大
変
よ
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
小･

中･

高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
10
月
７
日
（土
） 

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
２
時
55
分 

※
雨
天
の
場
合
は
８
日
（日
）、
10
日
（火
）に
順
延 

 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

 

【
一
般
参
加
種
目
】 

○
短
距
離
走
（１
０
０
ｍ
） 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
） 
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○
地
域
・
職
域
対
抗
綱
引
き
（男
女
混
合
12
人
１

チ
ー
ム
） 

 

《
申
込
方
法
》 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

10
月
３
日
（火
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
当
日

（
短
距
離
走
は
９
時
ま
で
、
綱
引
き
・
リ
レ
ー
は

９
時
30
分
ま
で
）の
受
け
付
け
も
行
な
い
ま
す
。 

 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会 
２
―
３
１
１
７ 

 

【
大
玉
送
り
、
南
洋
踊
り
に
つ
い
て
】 

○
小
・
中
・
高
校
生
と
地
域
の
方
も
ご
参
加
い
た

だ
く
「大
玉
送
り
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

午
前
10
時
45
分
ご
ろ
開
始
し
ま
す
。 

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
小
学
生
と
村

民
の
方
々
で
、
南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。 

 

【
注
意
事
項
】 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
飲
酒
に
つ
い
て
は
、
学
校
行
事
で
す
の
で
お

控
え
く
だ
さ
い
。 

 

《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》 

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
の
午
前
７
時
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

○
閉
会
式
後
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
競
技
に
つ
い
て
》 

 

○
短
距
離
走
・
リ
レ
ー
は
、
ス
パ
イ
ク
の
着
用
と

裸
足
で
の
参
加
を
禁
止
し
ま
す
。 

 

○
綱
引
き
の
チ
ー
ム
に
は
、
必
ず
女
性
を
１
名
以

上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

小
笠
原
小
学
校
（担
当 

加
納
）
２
―
２
０
１
２ 

  

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
開
催 

 

全
日
本
監
督
ら
に
よ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

の
講
習
会
お
よ
び
、
内
地
か
ら
参
加
の
チ
ー
ム
と
合

同
の
交
流
試
合
・
親
睦
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。 

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
と
は
】 

 
 

柔
ら
か
く
て
軽
い
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
行
う
、
手
軽
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
楽
し
め
る
４
人
制
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

【
日
程
】 

 

《
講
習
会
》 

９
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時 

 

《
交
流
試
合
》 

10
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

 
《
表
彰
式
・
親
睦
交
流
会
》 

 
 
 

10
月
１
日
（
日
） 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

【
参
加
条
件
】 

全
行
程
に
４
名
以
上
で
参
加
で
き
る
チ
ー
ム 

【
部
門
】 

混
合
フ
リ
ー
の
部 

（
中
学
生
以
上
の
男
性
ま
た
は
男
女
混
合
４
名
） 

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部 

（
中
学
生
以
上
の
女
性
４
名
） 

【
参
加
費
】 

参
加
者
１
名
に
つ
き
２
０
０
０
円 

（
中
・
高
生
を
除
く
） 

※
大
会
運
営
費
、
大
会
昼
食
代
、
親
睦
交
流
会
費

と
し
て 

【
申
込
方
法
】 

 
 
 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
と
と
も
に
９

月
13
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
講
師
】 

岩
本
洋
先
生 

（
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
代
表
監

督
） 渡

辺
孝
先
生 

（
（
財
）
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
講
師
） 

森
田
繁
生
先
生 

（
元
日
本
カ
バ
ー
エ
イ
ド
工
業
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
） 

 

【
主
催
】
（
財
）
東
京
都
生
涯
学
習
文
化
財
団 

東
京
都
教
育
委
員
会 

 

【
協
力
】
小
笠
原
村
体
育
協
会 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

小
笠
原
海
運
株
式
会
社 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

 

絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
天
然
記
念
物 

 
 

『
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ 

』 
 

小
笠
原
諸
島
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息
し
て
お

り
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

蝶
に
つ
い
て
は
２
種
類
の
固
有
種
が
小
笠
原
に
生

息
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
オ
ガ
サ
ワ
ラ

シ
ジ
ミ
で
す
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
は
、
小
笠
原
に

生
息
す
る
天
然
記
念
物
の
う
ち
、
絶
滅
の
危
険
性
が

最
も
高
い
も
の
の
一
つ
で
す
。 

１
９
８
０
年
ご
ろ
ま
で
は
父
島
や
母
島
で
普
通
に

見
ら
れ
て
い
た
こ
の
蝶
も
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
に
は

絶
滅
も
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
、
見
か
け
る
機
会
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
減
少
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
島
外

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生
物
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
に
よ
り
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
幸
い
に
し
て
、
昨
年
、
母
島
で
は

わ
ず
か
な
が
ら
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
ア
ノ
ー
ル
の
脅
威
が
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
、
生
息
地
で
は
幼
虫

の
エ
サ
と
な
る
植
物
が
ア
カ
ギ
な
ど
に
覆
わ
れ
、
生

長
が
妨
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
保
護
へ
の
取
り
組
み

も
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
母
島
で
は
、
研
究

者
や
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
島
民
有
志
も
協
力
し

て
生
息
地
の
環
境
改
善
、
密
猟
の
監
視
な
ど
を
行
い
、

小
笠
原
の
宝
で
あ
る
こ
の
蝶
を
絶
滅
か
ら
救
う
た
め

の
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
も
、
こ
の
小
さ
な
蝶
が
生
き
延
び
ら

れ
る
よ
う
な
自
然
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
天
然
記
念
物
が
負
傷
し
て
い
た
り
、
死
ん

で
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

            

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
17
日
〜
８
月
７
日 

○
東
京
都
予
算
要
望 

○
国
・
都
他
関
係
機
関
要
望
活
動 

○
イ
ベ
ン
ト
参
加 

○
各
会
議
出
席 

な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

写真提供：オガサワラシジミの会 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
９
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
４
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施 

  

９
月
21
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
土
）
ま
で
の
10
日

間
「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
安
全
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。 

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

○
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交
通 

事
故
防
止 

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底 

 

今
年
も
小
笠
原
警
察
署
と
海
上
保
安
署
と
の
合

同
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
を
取
り
ま
す
。 

海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
海
難

ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
で
す
。 

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
自
己
救
命
策
の
確
保 

○
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

○
１
１
８
番
（海
上
保
安
庁
緊
急
電
話
）の
活
用 

 

小

笠

原

警

察

署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

小

笠

原

海

上

保

安

署 

 

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方 

実
技
教
室
の
開
催 

 

【
日
時
】
９
月
17
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
（
午
前
８
時
受
付
開
始
） 

【
場
所
】
奥
村
運
動
場 

【
参
加
資
格
】
自
転
車
の
持
込
が
で
き
る
方
。 

 

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

                   

二
見
港
物
揚
場
改
修
工
事 

  

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

行
っ
て
き
た
物
揚
場
の
改
修
工
事
を
今
年
度
も
実
施

い
た
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間
中
、
物
揚
場
の
利
用

を
一
部
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

長
期
に
わ
た
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
工
事
期
間
】 

９
月
下
旬
か
ら
平
成
19
年
３
月
中
旬 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
工
事
第
一
係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 

公
園
、
園
地
等
の
利
用
上
の
お
願
い 

 
来
園
者
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
の
使
用
の
際
は
、
小
笠
原
支
庁

土
木
課
自
然
公
園
係
へ
事
前
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
当
日
中
に
後
片
付
け
、
清
掃
を
行
い
ご
み

は
す
べ
て
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

【
届
出
の
必
要
な
箇
所
】 

 
 
 

大
神
山
公
園
お
よ
び
宮
之
浜
、
小
港
、
境
浦
、 

 
 
 

三
日
月
山
、
コ
ペ
ペ
浜
の
各
園
地
等 

○
焚
き
火
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
休
憩
舎
等
の
施
設
（
建
物
）
内
で
火
器
を

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
カ
ヤ
ッ
ク
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
等
は
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

○
使
用
に
よ
り
施
設
の
破
損
等
が
生
じ
た
場
合
、
速

や
か
に
自
然
公
園
係
に
連
絡
し
、
そ
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 

【小
笠
原
希
少
植
物
保
護
の
取
り
組
み
（仮
）
】 

 
 

絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
小
笠
原
の
固
有
植
物
に

つ
い
て
、
そ
の
現
状
や
保
護
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》 

９
月
７
日
（木
） 

午
後
７
時
〜 

《場
所
》 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【母
島
】 

《日
時
》 

９
月
10
日
（日
） 

午
後
７
時
〜 

《場
所
》 

小
笠
原
村
母
島
支
所
大
広
間 

 

【講
師
】 

小
牧
義
輝 

氏 

 
 
 
 
 

（東
京
大
学
附
属
小
石
川
植
物
園
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

 

園
芸
教
室
開
催 

  

島
民
の
皆
様
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
園
芸
教
室
を
開
催

し
ま
す
。 

 

内
容
は
、
基
本
的
な
作
物
栽
培
・
剪
定
方
法
等
に
つ

い
て
講
義
・実
習
を
行
い
ま
す
。 

船客待合所

都道２４０号

－7.5m岸壁

第一物揚場

第二物揚場

新岸壁施行箇所
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【対
象
者
】 

島
内
在
住
の
園
芸
に
興
味
の
あ
る
方
と
し
ま
す
。 

【日
程
】 

９
月
30
日
（土
） 

野
菜
の
栽
培 

10
月
29
日
（日
） 

レ
モ
ン
の
栽
培
・剪
定 

【時
間
】 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【場
所
】 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【定
員
】 

20
名
（先
着
順
） 

【講
師
】 

農
業
セ
ン
タ
ー
職
員 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー ２

―
２
１
０
４ 

 

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
試
験 

 

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
消
防
設
備
士
試
験

を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
の
種
類
】 

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》 

○
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

○
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

○
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

《
消
防
設
備
士
試
験
》 

○
甲
種
消
防
設
備
士
試
験 

○
乙
種
消
防
設
備
士
試
験 

【
試
験
日
時
お
よ
び
会
場
】 

《
父
島
》 

10
月
26
日
（木
） 

１
回
目 

午
前
９
時
開
始
予
定 

２
回
目 

午
後
２
時
開
始
予
定 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

《
母
島
》 

10
月
27
日
（金
）
午
前
11
時
開
始
予
定 

 
 
 

   

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

※
父
島
で
実
施
す
る
２
回
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、

危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第
４
類
・
丙
種
の
み
実
施

し
ま
す
。 

【
受
験
案
内
・
願
書
配
布
場
所
】 

小
笠
原
支
庁
、
母
島
出
張
所
、
村
役
場
、

母
島
支
所 

【
申
請
期
限
】
９
月
21
日
（
消
印
有
効
） 

【
そ 

の 

他
】
詳
細
は
願
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー 

中
央
試
験
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

０
３
―
３
４
６
０
―
７
７
９
８ 

 

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
（
平
成
16
年
条
例
第
１
号
）
は
、
島
し
ょ
９
町
村

の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
の
情
報
公
開
実

施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
17
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。 

 

【
請
求
件
数
】
０
件 

【
公
開
件
数
】
０
件 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

 

国
民
生
活
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 
 

商
工
会
で
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

「
新
規
事
業
を
考
え
て
い
る
が
、
開
業
資
金
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
」
と
い
っ
た
こ
と
や
、
「
こ
の
決
算

内
容
で
い
く
ら
借
り
入
れ
が
可
能
か
」
と
い
っ
た
質

問
ま
で
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
が
親
切
丁

寧
に
お
答
え
し
ま
す
。 

事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希 

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
11
日
（月
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 
 
 
 
 
 

（
た
だ
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
30
分

を
除
く
） 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 
 

今
年
度
は
日
程
の
都
合
上
、
母
島
で
の
相
談
会

は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
電
話
で
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。 

 
 

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
商
工
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
16
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
９
月
22
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
９
月
１
日
（金
）
〜
20
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

【
都
立
中
央
・
多
摩
図
書
館
の
協
力
貸
出
サ
ー
ビ
ス
】 

 
 

父
島
図
書
室
に
無
い
本
を
借
り
た
い
と
き
に
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
専
門
書
・
外
国
語
資
料･

児
童

青
少
年
資
料
も
あ
り
ま
す
。 

図
書
受
付
に
あ
る
「
都
立
図
書
館
協
力
貸
出
申

請
書
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
９
月
よ
り
利
用
方
法
を
変
更
し
ま
す
》 

父
島
図
書
室
で
は
、
毎
月
末
日
締
切
で
ま
と
め

て
申
し
込
み
ま
す
の
で
、
翌
月
中
旬
頃
貸
出
予
定

と
な
り
ま
す
。 

希
望
者
１
人
あ
た
り
数
冊
位
を
約
二
週
間
借
り

ら
れ
ま
す
。 

（
１
館
の
貸
出
総
数
は
50
冊
以
内
の
た
め
、
希
望
数

が
多
い
と
き
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

 

昨
年
度
は
４
０
４
冊
の
協
力
貸
出
を
受
け
ま
し
た 

○
都
立
図
書
館
に
１
冊
だ
け
し
か
所
蔵
し
な
い
貴
重

な
本
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
特
に
ご
注
意
願
い

ま
す
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
宅
か
ら
も
蔵
書
検
索
が
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で
き
ま
す
。http://w

w
w
.library

.m
e
tro.tokyo.jp

/ 

 

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す
】 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き

は
、
図
書
受
付
に
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
用
紙

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

司
書
が
必
要
な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お

手
伝
い
を
致
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
都
立
図
書

館
や
国
立
国
会
図
書
館
に
協
力
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
お
願
い
を
し
ま
す
。 

回
答
に
は
、
数
日
か
ら
１
週
間
前
後
お
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

○
都
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
電
話
・
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。 

０
３
―
３
４
４
２
―
８
４
５
１(

代
表) 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

２
―
３
９
３
９ 

教
育
課
教
育
係 

 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

10
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

10
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
８
１
０
円
（
＋
１
２
５
０
円
） 

小
人 

４
４
１
０
円
（
＋
６
３
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
４
０
０
円
（
＋
６
２
０
円
） 

小
人 

２
２
０
０
円
（
＋
３
１
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）
》 

大
人 

５
７
２
０
円
（
＋
８
０
０
円
） 

小
人 

２
８
６
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
８
６
２
円
（
＋
７
９
８
円
） 

《
２
等
品
》
８
３
０
８
円
（
＋
７
４
８
円
） 

《
３
等
品
》
７
７
５
５
円
（
＋
６
９
９
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（
１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
  
 

８
８
８
円
（
＋
80
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
６
９
円
（
＋
60
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０  

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

 

【
日
程
】
９
月
９
日
（土
）
午
後
６
時
集
合
〜 

10
日
（日
）
午
後
７
時
二
見
港
着 

【
費
用
】
大
人 

１
万
６
千
円
、 

学
生 

１
万
４
千
円
、 

小
人 

８
千
円
（２
等
船
室
使
用
） 

【
注
意
事
項
】 

○
行
程
中
の
食
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

 

映
像
と
文
化
講
座
開
催 

  

映
像
と
文
化
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

【対
象
者
】
18
歳
以
上
の
方 

【日
時
・内
容
】 

○
10
月
11
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 
 
 

も
の
の
け
姫 

○
10
月
25
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ 

○
11
月
15
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

ハ
ウ
ル
の
動
く
城 

○
11
月
29
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

魔
女
の
宅
急
便 

○
12
月
13
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

千
と
千
尋
の
神
隠
し 

○
１
月
17
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

ル
パ
ン
三
世
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
の
城 

 
 

○
１
月
31
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
８
時 

 
 

風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ 

○
２
月
14
日
（
水
） 

午
後
６
時
〜
７
時 

 
 

風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ 

【
場
所
】 

小
笠
原
高
等
学
校 

【
定
員
】 

20
名
（
先
着
順
） 

【
講
師
】 

国
語
科
教
諭 

澁
谷 

直
孝 

【
費
用
】 

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代 

２
５
５
０
円 

【
申
込
期
限
】 

９
月
15
日
（
金
） 

【
申
込
方
法
】 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、 

 

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

島
で 

あ
そ
び
隊
！ 

  

【
も
っ
と
知
り
隊
！
イ
ル
カ
編
】 

イ
ル
カ
を
知
っ
て
、
実
物
大
イ
ル
カ
を
砂
浜
で

作
っ
て
み
よ
う
！ 

 

《
日
時
》
９
月
６
日
（
水
） 

 

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
玄
関
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》 

１
０
０
円
（
保
険
代
他
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装  

 【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】 

＊
抽
選 

 
 

 

〜
た
ん
け
ん
・
は
っ
け
ん
・
農
業
た
い
け
ん
！ 

《
日
時
》
９
月
20
日
（
水
） 

午
後
１
時
40
分
〜
午
後
４
時 

《
集
合
場
所
》
農
業
セ
ン
タ
ー 

恵
み
の
像
前 

《
募
集
人
数
》
30
名
（
小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（
保
険
代
他
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子 

 

《
予
約
方
法
》 

 
 

予
約
は
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。 

小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を

置
き
ま
す
。 

 
 

参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

《
申
込
期
限
》
９
月
11
日
（
月
） 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
は
可
能
で
す
。） 

○
バ
ス
利
用
の
場
合
、
バ
ス
代
は
参
加
費
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。 

○
屋
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 ●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

                         

た
い 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７９ 号 ― 

 

酒の飲みすぎは危険！ 
「仕事の後の一杯はうまい。」からとお酒を水代わりに飲んだり、宴会でつい飲みすぎたりすることはありませんか。飲酒は度が

過ぎると知らないうちに心と体に害を与えています。自覚症状や飲酒を自分の意志でコントロールできない状態になる前に節酒を心

掛けましょう。                                                                 

お酒によるこころと体への影響 

 

 

 

 

 

 

    一日の適量はどのくらい？ 

お酒に強い、弱いに関係なく、健康な肝臓が一日に 

処理できるアルコール量には限界があります。お酒が 

翌日まで残らず、体に悪影響を与えない量は次のよう 

になります。もちろんどれか 1種類です。                   

 

ビール・・・ 中ビン１本または中ジョッキ１杯 

日本酒 ・・・1 合 

ワイン・・・ グラス 2杯                         

ウイスキー・・・ ダブル１杯 

焼酎・・・ ぐい飲み２杯               

 

●父・母島診療所、母島支所、地域福祉センターにアルコール依存症 

に関するパンフレットがありますので、ぜひご覧下さい。また、酒が 

やめられない人、常習的に飲酒している人は、定期的な健康診断や診 

療所、保健所、福祉係にお気軽にご相談下さい。 

  

健康に関するご相談  

村民課福祉係 2-3939 

     島しょ保健所 2-2951                        

アルコール依存 

飲酒を習慣にしていると、アルコールの作

用に体が慣れ、物足りなくなり飲酒量が増え

ていきます。そのうち、アルコールの作用を

受けながらも体は正常な状態を保とうと働

き、お酒を飲んでいないと体の調子が悪く感

じられ、お酒がやめられなくなります。 

肝機能障害 

アルコールは肝臓で処理されています。個人

の処理能力には差があり、２日酔いのような過

剰な飲酒は、肝臓に大きなダメージを与えます。

少量でカロリーも高いため、脂肪として体に蓄

えられ、脂肪肝の原因になります。また、習慣

的な飲酒によってアルコール性肝炎、肝硬変な

どに進展します。 

       【イルカの伝言板】 

 

イルカ：今週のゲストは、父島在住の男性です。ご

自身の健康法を教えてください。 

ゲスト：病気をしてから酒もタバコもぴたっとやめ

ました。時々、酒とタバコが飲みたくなりますが、

病気が悪くなるといけないと思いぐっと我慢して

います。やめるには意志がつよくないとやめられ

ないと思います。 

知り合いの看護師さんからできるだけ水を飲む

ように言われ、普段 500ml のペットボトルの水を

6本飲んでいます。 

イルカ：ありがとうございました。 

【イルカの伝言板ゲスト募集中！！】 健康に関するミ

ニコラムや体験談を書いていただける方を募集しま

す。興味のある方はご連絡下さい。 

飲みすぎを防ぐ方法！ 

・週に１～２日の休肝日（まったく飲酒しない日）を設ける。 

・お酒の買い置きをしない。（その日に飲む分だけ買って帰る。） 

・お酒を飲む前に冷えた麦茶をぐっと飲んでのどの渇きをとる。 

・銚子やグラスを小さいサイズのものにかえる。 

・飲み会は一次会で帰る。 
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専
門
診
療
（産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
23
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
26
日
（
火
）
午
前 

  
 
 

27
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

28
日
（
木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

29
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

９
月
14
日
は
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

【
対
象
者
】 

 

３
・
４
か
月
、
６
・
７
か
月
、
９
・
10
か
月
、

1
歳
6
か
月
、
2
歳
6
か
月
（
歯
科
健
診

の
み
）
、
３
歳
の
乳
幼
児 

   

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
9
月
14
日
（
木
） 

（
受
付
時
間 

午
後
2
時
〜
3
時
） 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
21
日 

(

木) 
 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

育
児
学
級 

 

【
父
島
】 

○
離
乳
食
（
ご
っ
く
ん
ク
ラ
ス
） 

 
 

《
対
象
者
》
３
〜
６
か
月
児 

 
 

《
内
容
》
離
乳
食
初
期
〜
中
期
に
か
け
て
の
栄

養
士
の
話
と
調
理
実
習 

《
日
時
》 

９
月
20
日
（
水
） 

午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
教
室 

《
持
ち
物
》
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、 

筆
記
用
具 

 
 
 

○
離
乳
食
（
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス
） 

 
 

《
対
象
者
》
７
〜
10
か
月
児 

 
 

《
内
容
》
離
乳
食
後
期
〜
完
了
期
に
か
け
て
の

栄
養
士
の
話
と
調
理
実
習 

《
日
時
》
９
月
20
日
（
水
） 

午
前
11
時
〜
12
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
教
室 

《
持
ち
物
》
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、 

筆
記
用
具 

 
 

○
歯
科 

 
 

《
対
象
者
》
１
〜
１
歳
６
か
月
児
、
２
〜
２
歳

６
か
月
児 

 
 

《
内
容
》
歯
科
衛
生
士
の
話
、
相
談 

《
日
時
》
９
月
８
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー(

ウ
ィ
ズ)

２
階 

《
持
ち
物
》
母
子
手
帳
、
子
供
用
歯
ブ
ラ
シ 

【
母
島
】 

○
離
乳
食
（
ご
っ
く
ん
ク
ラ
ス
） 

 
 

《
対
象
者
》
３
〜
６
か
月
児 

 
 

《
内
容
》
離
乳
食
初
期
〜
中
期
に
か
け
て
の
栄

養
士
の
話
と
調
理
実
習 

《
日
時
》
９
月
22
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
持
ち
物
》
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、 

筆
記
用
具 

○
離
乳
食
（
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス
） 

 
 

《
対
象
者
》
７
〜
10
か
月
児 

 
 

《
内
容
》
離
乳
食
後
期
〜
完
了
期
に
か
け
て
の

栄
養
士
の
話
と
調
理
実
習 

《
日
時
》
９
月
22
日
（
金
） 

午
前
11
時
〜
12
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
持
ち
物
》
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、 

筆
記
用
具 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
村
住
民
健
診 

  

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
30
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
住
民
健
診
を
実

施
し
ま
す
。 

 

実
施
時
期
の
確
定
お
よ
び
予
約
の
受
け
付
け
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 
【
日
程
（予
定
）
】 

《
母
島
》
12
月
４
日
（月
）、
５
日
（火
） 

《
父
島
》
12
月
７
日
（木
）〜
11
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

大
腸
が
ん
検
診 

  

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

申
込
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
申
込
期
限
】
９
月
29
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

       

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

今
ま
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
概
略
的
な
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

先
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
環
境
省
主
体

の
自
然
再
生
推
進
検
討
会
で
外
来
種
ご
と
の
対
策
基

本
方
針
が
提
示
さ
れ
早
急
に
具
体
的
な
施
策
に
取
り

掛
か
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
一
言
に
外
来
種
駆
除
と
い
っ
て
も
完
全

に
撲
滅
さ
せ
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
問
題
が
山

積
み
さ
れ
た
困
難
な
作
業
で
す
。 

今
回
は
外
来
種
の
ひ
と
つ
で
返
還
以
来
長
い
間
取
り

組
ん
で
き
た
ノ
ヤ
ギ
対
策
の
基
本
方
針
を
説
明
し
ま

す
。 

【
ノ
ヤ
ギ
対
策
の
基
本
方
針
】 

原
則
：
各
島
か
ら
の
ノ
ヤ
ギ
の
根
絶
を
最
終
目
標

と
す
る
。 
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【
各
島
の
方
針
】 

《
兄
島
お
よ
び
弟
島
》
ノ
ヤ
ギ
の
根
絶 

《
父
島
》
兄
島
弟
島
の
根
絶
を
優
先
す
る
た
め
、

根
絶
開
始
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
お
よ
び
現
在

進
行
し
て
い
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
希
少
植
物
な

ど
へ
の
食
害
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
当
面
の
保

全
対
策
は
ノ
ヤ
ギ
の
食
害
を
う
け
る
希
少
植
物
と

し
防
護
柵
に
よ
り
保
全
を
図
る
。 

【
検
討
会
で
の
意
見
】 

《
生
態
系
へ
の
影
響
》 

○
父
島
に
生
育
す
る
維
管
束
植
物
（
シ
ダ
類
等
被

子
植
物
）
４
３
１
種
の
内
１
４
５
種
に
食
害
が

認
め
ら
れ
た
。
（
34
％
） 

○
同
じ
く
固
有
株
１
２
１
種
の
内
51
種
に
食
害

が
認
め
ら
れ
た
。
（
42
％
） 

○
希
少
種
に
関
し
て
は
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ー

ブ
ッ
ク
73
種
の
内
40
種
に
食
害
が
認
め
ら
れ

た
。
（
55
％
） 

○
特
に
そ
れ
ら
の
種
が
集
中
的
に
分
布
す
る
地
域

は
、
東
平
・
中
央
山
・
巽
谷
と
考
え
ら
れ
る
。 

《
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
》 

○
父
島
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
対
策
の
成

果
）
の
住
民
へ
の
提
示
が
重
要 

○
ノ
ヤ
ギ
が
抑
え
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
外
来
植

物
の
動
向
は
重
要
で
あ
る
。 

【
対
策
の
時
間
的
・
地
域
的
優
先
順
位
】 

○
対
処
ま
で
の
時
間
が
か
か
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

間
の
影
響
軽
減
対
策
は
絶
対
必
要
。 

○
保
全
目
標
か
ら
、
優
先
順
位
を
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。 

○
現
在
排
除
は
、
兄
島
・
弟
島
・
父
島
と
い
う
想

定
が
さ
れ
て
い
る
が
、
弟
島
と
父
島
の
ど
ち
ら

に
優
先
順
位
が
あ
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

【
対
策
の
技
術
的
視
点
】 

○
父
島
に
お
い
て
は
、
根
絶
が
困
難
で
も
、
低
密

度
に
維
持
す
る
こ
と
は
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。 

○
一
つ
の
防
護
柵
で
、
多
数
の
外
来
種
を
排
除
で

き
れ
ば
効
率
的
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
そ
こ
ま
で

の
知
見
が
な
い
。 

【
ノ
ヤ
ギ
対
策
の
基
本
的
進
め
方
】 

① 

準
備
（
計
画
立
案
・
体
制
整
備
） 

② 

初
期
の
密
度
大
幅
低
下
（
追
い
込
み
に
よ
る

捕
獲
・
わ
な
併
用
） 

③ 

低
下
し
た
密
度
に
応
じ
た
排
除
手
法
の
導
入

（
銃
器
の
利
用
な
ど
） 

④ 

最
終
排
除
（
猟
犬
、
ヘ
リ
な
ど
の
利
用
） 

⑤ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
排
除
効
果
と
排
除
後
の
生

態
系
の
状
況
確
認
）
と
適
正
な
生
態
系
の
誘

導
（
外
来
種
な
ど
の
影
響
排
除
・
変
更
遷
移

か
ら
の
適
正
化
、
希
少
固
有
植
物
種
の
生
息

環
境
の
再
造
成
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
26 

「
聟
島
列
島
に
移
動
中
？
の
イ
ル
カ
を
発
見
！
」 

  

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
、
父
島
列
島
と
聟
島

列
島
間
を
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
父
島
列
島
と
聟
島
列
島
の

間
で
、
移
動
中
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
た
ち
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
、
６
月
29
日
に
、
弟
島
―
嫁

島
を
結
ぶ
中
間
地
点
よ
り
も
数
km
程
度
嫁
島
側
の

海
域
で
、
22
頭
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
群
れ

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
群
れ
は
嫁
島
方
向
に
泳
い
で
い

ま
し
た
。
こ
の
群
れ
に
は
、
コ
ブ
ち
ゃ
ん
（
＃
４
）

や
お
ち
ょ
ぼ
口
（
＃
41
）
等
、
父
島
海
域
で
顔
な
じ

み
の
イ
ル
カ
た
ち
が
16
頭
い
ま
し
た
。
聟
島
列
島
で

の
み
発
見
さ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
も
１
頭
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
７
月
21
日
に
は
聟
島
列
島
間
の
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
移
動
も
確
認
し
ま
し
た
。
11
時

45
分
頃
嫁
島
で
確
認
し
た
イ
ル
カ
た
ち
を
、
13
時

15
分
頃
に
再
び
聟
島
で
確
認
、
約
１
時
間
30
分
で

嫁
島
―
聟
島
間
の
20

km
を
移
動
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
生
活
圏
は
ど
れ
く
ら

い
の
範
囲
な
の
か
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
の
テ
ー
マ

を
、
私
た
ち
は
解
明
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
63 

 

―
続
々
と
ふ
化
し
て
い
ま
す
― 

  

夏
休
み
も
終
わ
り
を
迎
え
、
そ
ろ
そ
ろ
島
に
静
け

さ
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
折
、
夕
焼
け
か

ら
朝
焼
け
ま
で
の
砂
浜
で
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
稚

ガ
メ
が
ふ
化
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 
砂
か
ら
這
い
出
た
稚
ガ
メ
は
、
海
面
の
か
す
か
な

光
の
反
射
に
敏
感
に
反
応
し
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
海
に

向
か
い
ま
す(
走
光
性)

。
海
に
入
る
と
、
海
岸
に
う

ち
寄
せ
る
波
と
垂
直
に
ひ
た
す
ら
泳
ぎ(

フ
レ
ン
ジ

ン
グ)

、
沖
合
に
出
る
と
地
球
の
磁
場
に
影
響
さ
れ
方

向
を
決
定
し
ま
す
が
、
遊
泳
能
力
よ
り
潮
の
力
が
強

い
た
め
、
潮
に
乗
っ
て
外
洋
に
出
て
浮
遊
生
活
に
入

り
ま
す
。 

砂
か
ら
這
い
出
た
稚
ガ
メ
の
お
腹
の
中
に
は
、
栄

養
分
と
し
て
の
卵
黄
が
完
全
に
は
吸
収
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
て
、
食
べ
物
に
あ
り
つ
け
な
く
て
も
、
保
証

期
間
の
よ
う
に
約
10
日
間
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 こ

の
時
期
に
人
工
的
な
光
に
誘
引
さ
れ
る
と
、
海

に
入
っ
て
も
島
の
近
く
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
８

月
中
に
は
二
見
湾
内
沿
岸
の
外
灯
の
下
で
泳
い
で
い

た
り
、
河
口
か
ら
川
に
入
り
泳
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
、

島
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、

保
護
し
た
ケ
ー
ス
が
何
件
か
あ
り
ま
し
た
。
川
で
見

つ
か
っ
た
稚
ガ
メ
は
、
数
日
で
衰
弱
死
し
、
解
剖
の

結
果
、
胃
か
ら
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

枯
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
外
洋
に
出
て
行
け
な
か
っ
た
稚
ガ

メ
は
、
島
の
近
く
に
生
息
す
る
海
鳥
や
魚
の
餌
食
に

な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
誤
食
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
間
に
お
腹
の
中
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る

卵
黄
を
消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

保
護
し
た
稚
ガ
メ
は
、
状
態
に
よ
り
ま
す
が
、
す

ぐ
に
暗
い
浜
に
連
れ
て
行
っ
て
放
流
す
る
か
、
も
し

く
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
し
ば
ら
く
の
間
飼
育
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
化
期
は
11
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
迷
い
稚
ガ

メ
を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

 

◎
稚
ガ
メ
放
流
会 

稚
ガ
メ
ふ
化
の
季
節
真
っ
盛
り
。
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ふ
化
場
で
ふ
化
し
た
稚
ガ
メ
を
そ
の
日
の
う

ち
に
、
な
る
べ
く
自
然
に
近
い
状
態
で
、
夜
８
時
か

ら
宮
之
浜
で
放
流
し
て
い
ま
す
。 

日
程
は
、
ふ
化
状
況
次
第
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://b
onin
-oce
an.net 



始業式 入港日

小笠原村職員募集締切

東京三弁護士会による法律相談（母島）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

敬老大会（父島）

入港日

自転車の安全な乗り方実技教室（父島）

敬老の日の集い（母島）

母島巡回労働相談

出港日

母島小中学校遠泳大会

村議会定例会（～２０、２６）

出港日

南島外来植物除去ボランティア申込締切

定期予防接種・ポリオ 秋の全国交通安全運動（～30）

乳幼児健診・歯科健診（母島）

入港日

入港日

父島動物巡回診療（～１０） 産科・婦人科専門診療（母島）

出港日

金融相談会（父島）

産科・婦人科専門診療（父島 ～２９）

母島小学校海浜交流会

出港日

中学校父母学習交流会（～１４）

母島小学校６年移動教室（父島　～１４）

村民意見・提案・相談受付窓口

入港日

大腸がん検診申込締切

乳幼児健診・歯科健診（父島）

15 金

20 水

火19

16 土

17 日

土9

14 木

11

火

月

25 月

火

10 日

13 水

12

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

18 月

水6

木

22 金

21

1 金

2 土

8 金

3 日

4 月

火

7 木

5

23 土

29 金

26

27 水

28 木

30 土

24 日

秋分の日

敬老の日



          
 

 
 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≫≫≫ 東京都と連絡会を発足 

平成 18 年 5 月に、小笠原村と東京都(総務局・港湾局・

環境局・小笠原支庁)とで、航空路開設に向け、航空路

行政機関連絡会を設けました。 

 

【検討事項】   

〇 航空路開設に向けての進め方 

〇 各機関の取組み状況の報告・確認 

〇 航空路開設のための諸課題の整理 

 

パブリック・インボルブメント(Public Involvement) 

  「住民参画」と訳され、空港整備の過程で住民など関係者に
情報を提供し、幅広く意見を募り、構想や計画決定に活かし

ていく手法です。 

  従前の航空行政は、新規又は予定事業という形で、国が空

港整備事業を選定・公表するという手順を踏んでいましたが、

透明性の確保や事業の硬直化などの観点から問題が指摘さ

れ、現在は国の指針に従い、PI を通じた住民など関係者の意

見集約が求められています。 

 
                                                  
      

 

 

 

 

第１号 

平成 7年に「兄島」を建設予定地に決定 

平成 10 年に「時雨山周辺域」を建設予定地に決定 

これらの計画は、大規模な地形改変とそれに伴う

自然環境への影響が大であった。 

1 暮らしの「安心」を支えるために 

週１便 25 時間半の航旅と長期滞在が解消されることで、本土

病院での専門的検査や治療が受け易くなり、また、本土在学の

子弟、その他親族にその日に会うことが可能となります。逆に

本土からの時間的制約も少なくなることから、医療・福祉を始

めとした専門職の招へいが今まで以上に可能となるなど、暮ら

しの安心感が向上します。 

2 生活の利便性向上のために 

 研修・講習会の受講、旅行、親族や友人との交際・交流、本土

でなければ出来ない手続きや急用など、生活のあらゆる場面で

本土との行き来が容易になり、生活の利便性が向上します。 

3 産業の一層の振興に向けて 

 海路以外に本土との交通アクセスに選択肢が増え、人や物の

往来が一層活発になることから、産業面においても新たな可能

性が生じ、観光客など来島者の増加も期待できます。 

影響を受ける貴重種が多数あるなどの理由から断念。 

》》》小笠原村と東京都は連携して、過去の経緯・必要性を踏まえて、自然環境に配慮し、かつ民間航空会社

が安全・安定的に運航出来る空港の整備とそれによる航空路の開設を目指して参ります。 

略して PI（ピー・アイ）という。 

         世界的に見ても、小笠原のように本土と隔絶 

された外海離島にとって航空路は、民生安定と自立発展に必

要不可欠な交通アクセスです。 

             東京都による２回に 

わたる建設予定地の決定と断念 

総務課企画政策室 04998-2-3111 

メール kikaku@vill.ogasawara.tokyo.jp 

小笠原のような小離島で航空路の開設を考えた時

に、自然環境との両立は大切な要素となります。 

小小笠笠原原航航空空路路のの開開設設にに向向けけてて  

旧環境庁による「兄島の貴重な生物多様性を損なう」と 

の反対表明を受けて、新たに父島 5 ヶ所、母島 2 ヶ所、 

弟島 1 ヶ所、聟島 1 ヶ所での可能性を検討。 

皆さんが航空路に期待することや心配されることについて、また、

航空路全般について、ご意見をお寄せください。 

 

～～  皆皆ささんんののごご意意見見ををおお寄寄せせくくだだささいい  ～～  




